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1.は じ め に
本稿は、1883年 韓 国で発行 された 『漢城旬報』を例に、19世 紀末東アジアにおける
近代新聞が新概 念や新用語の伝播 とどの ように関わっているかを考察 しよ うとす
るもので ある。
言葉が ある地域 か ら他の地域 へ広 が るには必ず人や書籍 な どその言葉 を伝播す
る媒体が必要 となる。今 日ではインターネ ッ トや放送、電話な ど情報を伝える媒体
が発達 しているため言葉やニュースが広が りやす くなっているが、これ らの媒体が
なかった百数十年前は言葉を伝播す る媒体がかな り制限 されていた と思われ る。ま
して国 と国の あいだの伝播 となる とその媒体はもっと制限 され ていたに違いない。
筆者 は、早 くから19世 紀末漢字文化 圏における新概念や新用語 の伝播 には人 と書
籍、マス コミな どが深 く関わっていると考え、特 に留学生 と新聞の役割 を注 目して
きた。留学生は帰国後留学先で覚 えた近代新語や概念 を自国語に持ち込んだとい う
意味で近代新語の伝播の問題 を考える とき重要な要素 となる。また新 聞の場合 も記
事の作成において、今 日と違って域内の新聞を入手 して 自国語 に翻訳 した り転載す
ることが多かった とい うことで、近代 の新語の伝播に欠かせない要素になった と考
える。今回は、 これ らの うち新聞にフォー カスを当てて、新聞が漢字文化圏におけ
る新概念の伝播に どの ように関わっていたかを考察 して見たい と思 う。
本稿では、中国や 日本 の新聞記事が 『漢城旬報』の記事作成に どの くらい、どの
よ うな方法で使われたかを見ることに し、これ を通 して19世 紀末漢字文化圏におい
て近代新概念や語彙が どのように伝播 したかを探 ってみたい と思 う。
2.ア ジアにお ける近代新聞の発刊
本稿 の理解を助 けるために、 ここでは19世 紀における漢字文化圏の新聞の発行 に
ついて概略 してお く。 まず 、中国の近代新聞の発行についてである。 中国の近代的
新 聞の発行は1810年 代か ら始まってお り、最初 は中国国内の社会的必要か らとい う
より、新教宣教師たちの布教 目的や西洋文明の宣伝を通 して中国人の外国観 を変え
るために刊行 された印象が強い。卓南生は19世 紀の中国の新聞について、 「宗教月
刊紙時代(1815-1858)」 と 「『新報』の登場時代(1857-1874)」 に分けて説明 し
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て い る 。1「 宗 教 月 刊 紙 時 代 」 の 新 聞 と は 、新 教 開 拓 者 た ち が 中 国 伝 道 活 動 の 一 部 と
して 新 聞 を 出 し た 時 期 で 、1815年 か ら1821年 ま で マ ラ ッ カ で 出 され た 『察 世 俗 毎 月
統 記 傳 』 や 『特 撰 撮 要 毎 月 紀 傳 』(1823-1826)、 『天 下 新 聞 』(1828-1829)、 『東
西 洋 考 毎 月 統 記 傳 』(1837-1835広 州)、 『各 国 消 息 』(1838)、 『遐 邇 貫 珍 』(1835-1856,
香 港)、 『六 合 叢 談 』(1857-1858、 上 海)な ど が これ に 属 す る。 これ ら の うち 、 『遐
邇 貫 珍 』 や 『六 合 叢 談 』 は 日本 に 輸 入 され 、 翻 訳 あ る い は 翻 刻 に よ っ て 「官 版 翻 刻
新 聞 」 と して 発 行 さ れ た こ と は 有 名 な 話 で あ る。 「『新 報 』 の 登 場 時 代 」 と は 、 中 国
人 自身 に よ る 中 国 語 の 新 聞 へ の 自 立 過 程 に 発 行 され た 新 聞 で あ り、TheDailyPress
の 中 国 語 で あ る 『香 港 船 頭 賃 価 紙 』(1857、 香 港)や 『香 港 中外 新 報 』(186?一 、
香 港)『 中外 新 聞 七 日報 』(1871一 、香 港)、 『香 港 華 字 日報 』(1872一 、 香 港)
『循 環 日報 』(1874一 、 香 港)な どが これ に 属 し、 ほ とん ど が 香 港 で 発 行 さ れ て い
る。
一 方
、1870年 代 以 降 に な る と上 海 で も 新 聞 が 出 され る よ う に な る が 『申 報 』や 『字
林 滬 報 』 が こ れ で あ る。 『申報 』 は イ ギ リス 人 貿 易 商 ア ー ネ ス ト ・メ ジ ャ ー が 発 行
した 新 聞 で 、 正 式 の 名 前 は 「申 江 新 報 」 で あ る 。1872年4月 に 発 行 が 始 ま り 、1949
年5月 廃 刊 ま で77年 間26,000号 を 出 した 近 代 中 国 に お い て も っ と も影 響 力 の あ る 新
聞 で あ る。 『字 林 滬 報 』 はNorthChinaHeraldの 中 国 語 版 で 、1882年8月 か ら1899年
6月 ま で 約17年 間 発 行 され た 新 聞 で あ る。
こ れ らの 中 国 の 新 聞 の うち 、 香 港 か ら 出 さ れ た 『香 港 中外 新 報 』 や 『香 港 華 字 日
報 』 、 『循 環 日報 』 『申 報 』 『字 林 滬 報 』 な ど は 、 多 くの 記 事 が 本 稿 で 問題 に して
い る 『漢 城 旬 報 』 の ニ ュ ー ス の ソ ー ス と して 使 わ れ て お り、 特 に.『申 報 』 や 『字 林
滬 報 』 は 『漢 城 旬 報 』 の 主 な 情 報 源 に な っ て い た 。
次 は 日本 の 新 聞 に つ い て 見 て み る こ と に す る。 日本 の 近 代 的 新 聞 発 行 は 中 国 よ り
遅 く 、 最 初 の 新 聞 は1862年 洋 書 調 所 に お い て 、 ジ ャ ワ か ら取 り よせ た オ ラ ン ダ 語 の
新 聞 を 翻 訳 し、 木 活 字 に よ っ て 印 刷 した 『バ タ ビヤ 新 聞 』 で あ っ た 。 日本 人 の 手 で
創 作 され た 新 聞 は 、 明 治 元 年 に 明 治 新 政 府 の 官 報 と し て 発 刊 され た 、 京 都 に お け る
『太 政 官 日誌 』 と江 戸 に お け る 柳 川 春 三 な どに よ る 『中 外 新 聞 』 とで あ っ た 。1871
年 に は 日本 最 初 の 日刊 紙 で あ る 『横 浜 毎 日新 聞 』 が創 刊 され 、1872年 に は 『東 京 日
日新 聞 』 が 創 刊 され る。 続 い て こ の 時 期 に 女 性 や 下 層 民 を 対 象 と した い わ ゆ る 厂小
新 聞 」 が 出 る よ うに な る が 、 代 表 的 な 「小 新 聞 」 と して は1874年 に 創 刊 され た 『読
売 新 聞 』 と1879年 大 阪 で 創 刊 さ れ た 『朝 日新 聞 』が あ る 。1882年 に は 福 沢 諭 吉 に よ っ
て 『時 事 新 報 』 が 創 刊 され て お り、 こ の 『時 事 新 報 』 は 『漢 城 旬 報 』 に 主 な 情 報 源
と し て 使 わ れ る こ とに な る 。
最 後 に 韓 国 の 新 聞 に つ い て 述 べ る こ と に す る。 韓 国 の 近 代 的 新 聞 の 発 行 は 中 国 に
は も ち ろ ん 日本 よ り も は る か に 遅 れ て 、1880年 代 ま で 待 た な け れ ば な ら な い 。 韓 国
1近 代 中国 の新 聞 につい て は卓 南 生(1990)を 参 照
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国内で始めて新聞が発行 されたのは1881年(明 治14年)の ことで、 釜 山に居住 して
いた 日本人 団体 「在釜山港商法会議所」が発行 した 『朝鮮新報』がそれである2。こ
の 『朝鮮新報』は 日本語で書かれた在釜 山地域 日本人のための新聞であったので、
海外で出 された 日本語新聞であると考 えるべ きであろう。韓国初の近代的新聞は本
稿で取 り扱 っている 『漢城旬報』であ り、 日本 より約20年 も遅れた1883年 になって
発行され るよ うになる。以降韓国では『漢城周報』(1886-1889)や 『漢城新報』(1895)
『独立新聞』(1896-1899)『 毎 日新聞』(1898)『 帝国新 聞』(1898)『 皇城新 聞』
(1898)な どが発行 され るようになる3。
以上 中国 ・日本 ・韓国など三国の近代新 聞につ いて概観 してみたが、東 アジアに
おいて新聞の発行 は中国が一番早 く、その次が 日本、韓国の順であった ことが分か
る。
3。 『漢 城 旬 報 』 の 発 行 と国 外 ニ ュー ス の ソー ス
3.1『漢城旬報』 とは?
『漢城旬報』は1883年10.月 から1884年12月 まで1年2ヶ,月 間 ソウル(漢 城)で 発行
された韓国最初の近代的新聞であり、36号 まで出 された。政府が発行 したとい う点
で一種の官報 とも言 えるもので、文章 は当時の公 の文書 と同 じよ うにすべて漢文で
できていた。新聞 と言えば現在 は毎 日出る日刊新 聞が思い浮かぶが、 『漢城旬報』
は 「旬報」 とい う名前が付いてい るこ とか ら分かるように、十 日に一回ずつ発行 さ
れた新聞である。当時東 アジアには 日刊新聞がなかったわけではないが、普通は三
日または七 日ごとに発行 されるものが多 く、場合 によっては十 日ごとに発行 され る
ものも珍 しくはなかった。 『漢城旬報』の発行部数は大体3000部 程度であった と言
われてお り4、政府 が発行 した新聞であったため中央または地方の役人に配 られた。
少数ではあるが、読者の中にはソウル に来ていた外国人(主 に中国人 と日本人)な
どもいた と思われ る。
新 聞が発行 されるようになったのは、1882年 日本に派遣 されたこ とのある修信
使朴泳孝 の建議 によるもので、朴泳孝 は1883年1,月 帰国の際、新 聞を発行するため井
上角五郎 ら7人 の 日本人 を連れて来たこ とが知 られている5。 これ ら日本人 はみな福
沢諭吉の推薦を受 けた人で、特に 井上角五郎は後に 『漢城 旬報』の発行に深 く関わ
ることになる。新聞を発行す るためのスタッフは少数で、主事(編 集責任者)一 人
に司事(編 集実務担当)三 人、翻訳人一人、印刷 工二人な ど全部で七人であった。
2鄭 晋 錫(1983)『 韓 国 言 論 史 研 究 』 、 一 潮 閣 、pp.4-5
3李 海 暢(1977)『 韓 国 新 聞 史 研 究 』 、 成 文 閣 、pp.15-61を 参 照
4鄭 晋 錫(1990)『 韓 国 言 論 史 』 、 ナ ナ ム 出 版pp.93-97に よ る
5当 時 朴 泳 孝 が 連 れ て き た 日本 人 は 、 牛 場 卓 蔵 、 高 橋 正 信 、 井 上 角 五 郎(新 聞 の 発 行 ス タ ッ
フ)、 三 輪 広 蔵 、 真 田 謙 蔵(印 刷 工)本 田 清 太 郎(木 工)、 松 尾 三 代 太 郎 、 原 田一(武 芸
家 、 軍 隊 の 教 官)の7人 で あ っ た。
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主 事(編 集 責任 者):金 寅植
司事(編 集 実 務担 当):張 博 、 呉容 黙 、金 基 俊
翻 訳人:井 上 角 五郎
印 刷 工:三 輪 広蔵 、 真 田謙蔵
新 聞の製作は 「司事」三人が担 当し、国外のニュースは中国や 日本の新 聞を取 り
寄せて、元の記事をそのまま載せるか訳す方法を使ったので中国語のできる者 か
ら選 ばれた。 日本の新聞 を漢文 に訳す役 目は井上角五郎が担 当す ることにな り、
彼 は朝鮮政府 に 「翻訳人」 とい う身分で雇 われた6。
3.2『漢城旬報』の体裁及び内容
『漢城旬報』の大き さは17cmx24cm、 ページ数は18頁 か ら24頁 までになっていた。
今 日の規格か ら見 るとA4の 紙の大きさの雑誌 の ような形を していた と言えるだろ
う。新 聞の記事は、大き く国内のニ ュース と国外のニュース に分け られ 、国内の
ニュースはさらに 「国内官報」欄 と 「国内私報」欄が設けられていた。 「国内官報」
欄 では国王の命令や人事、地方官の報告な どが 中心になっていて、 「国内私報」欄
は今 日の社会面 に近い性格 を持っていた。 国内のニュースには 「市直探報」 と言 っ
て物価情報 を掲載 してお り、当時の物価な どを知るのに有用である。国外 ニュース
は 「各國近事」 と呼んでお り、外国の新聞な どを取 り寄せてその内容 を転載す るか
漢文 に翻訳する方法を使 った。 国外ニュースには 厂論説」や 「集録」 とい う記事が
あ り、外 国の新聞の論説をそのまま載せた り、西洋 の諸国の事情や文明開化 と関連
す る記事を掲載 している。 ここで 『漢城旬報』の記事が どのよ うに構成 され、また
どのようなものが掲載 されていたかを理解す るため、一つの例 として第19号 の記事
目録 を挙 げることにす る。
<表1>『 漢城旬報』19号 の記事一覧













國内 録 上海 申報 一 則 上海申報
私報 我國船名 中國新聞
6こ れ に つ い て は 、 井 上 角 五 郎(1934)や 鄭 晉 錫(1990)な どに 詳 しい 説 明 が あ る。
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<表1>を 見る と、 『漢城旬報』の第19号 には67件 の記事が載ってお り、記事 の構成
は、国内記事が11件 、国外ニュースが56件 になっていて国外ニュースが 国内記事 に
比べ圧倒的 に多かった とい うことが分かる。 この ような結果は、当時朝鮮政府が新
聞を発行 した意図と関わ るもので、朝鮮政府 はできるだけ多 くの外国のニュー スを
紹介す ることによって、朝鮮の人民に世界の情勢や事情を知 らせたい とい う考 えを
持っていたことが窺われ る。
〈表2>は 、 『漢城旬報』の記事 を全体 を、
て記事の比率 を調べ たものである。
国 内 ニ ュ ー ス と 国 外 ニ ュ ー ス に 分 け
<表2>『 漢城旬報』の記事の構成
国 内 ニ ュ ー ス 国 外 ニ ュー ス そ の他 計
内国官報 内国私報 各国近事 広告 そ の他
423(25.56%) 70(4.23%) 1156(69.85%) 3(0.18%) 3(0.18%) 1655
『漢城旬報』の記事 の件数 は1655件 で、 国外 のニュース1156件(69.85%)が 一番
多 く、次いで内国官報 が423件(25.56%)と なっている。その他 の記事もあること
はあるが、極わずかで結局国外のニュースが全記事の三分の二以上を占めてい るこ
とが分 る。
国外のニュースの うち、 「集録 」記事は特 に注 目すべ きものである。 「集録」記
事には世界地理や諸外国の事情、西洋 の科学文明、政治及び制度を紹介する記事が
ほとんどで、西洋 の知識や新概念を韓 国に紹介する内容 が多 く含まれている。 これ
らの記事の特徴を一つ二つ挙げると、記事の分量が一般 の記事 よ り長 くなっている
ことと、出典のソースが明示 されていないものが多い とい うことである。1号 から36
号まで掲載された 「集録」記事の題 を挙げる と〈表3>の 通 りである。








地球 圖 解 、地球 論 、論 洲洋
論地 球 運 轉、歐 羅 巴洲
會社 説 、 亞米利 加洲
論 電氣 、 亞非利 駕洲
日本 史 略 、阿西 亞尼 亞 洲
英 國誌 略
英 人演 説 、泰西 法律
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第9号:電 報 説 、各 國陸 地電 線 表 、各 國海 底 電線 表 、各 國海 底 電信 私 立會 社
第10号:地 球 圓 日圖解 、歐羅 巴史記 、 歐洲 各 國帝 王 生年 元 年及 系統 政 治一 覽 表
第11号:歐 美 徴兵 法 、俄 國疆 域記(日 本 近 信)
第12号:泰 西運 輸 論 、地 球 圓 日圖解 成勢 序 圖 説、 美 國誌 略
第13号:泰 西 運輸 續稿
第14号:美 國誌 略 續稿
第15号:博 覽會 説 、 法 國誌 略
第16号:歐 米租 制
第17号:火 器 新 式(丁 霆 良書)、 法 國誌 略續 稿
第18号:技i藝 院、 格物 院 、英 國 書籍博 物 院 、徳 逸 國誌 略
第19号:徳 國誌 略續 稿 、科 倫布 檢 出新 地 、科倫 布 再航 新 地 、西班 牙人 馬 爾慕 亞慕 亞 檢 出
太 平洋(米 利 堅誌)
第20号;萬 國衛 生會 、風 雨鍼 、寒 暑鍼
第21号:泰 西製 鐵 法 、各 國氣 候一 覽表 第一 、 各 國 氣 候 一 覽表 第 二、 亞非 利加 各 地人
ロー 覽 表 、世界 人 ロー 覽表 、合 衆 國財政 概 況
第22号:論 養 氣 、 論輕 氣 、論 淡氣 、 泰西 河 防 、富 國 詭 上 、各 外 國 貿易
第23号:富 國 説 下、 論炭 氣 、論緑 氣 、論 炭 輕 二氣 、 法取 火 、恒 星動 論
第24号:禁 烟 説略 、論 耶蘇 教 、 亞里斯 多 得 里傳 、 江河 表 下
第26号:隣 交論 、 治道 論 、俄 國誌 略
第27号:論 洋 債 利 弊 、航海 説
第28号:俄 國誌 略續 稿
第29号=歴 覽英 國鐵 廠 記略(格 致 彙編 第 四年 第 五號)、 各 國耕地 及 牧畜 數一 覽 表
第30号:伊 國誌 略
第31号:和 蘭誌 略 、
第32号:地 球 養 民 關係 、地 球養 民 關係 續 前卷 亞 非 利加 洲(1881年 上 海格 致館 考)
第33号;火 輪 船 速力 説 、禁 烟論 、地球 養 民 關係 論 續 前卷 歐 羅 巴州(上 海 格 致館 考)
第34号:公 法説 、 論戰 國與 局 外交 際 之例 、歴 覽 英 國鐵 廠記 略 續 前卷(格 致彙 編 第 四年
第 五號)
第35号:歴 覽英 國鐵 廠 記 略 續 前卷(格 致彙 編 第 四年 第 五號)、 日本 地租 例(日 本 報)、
第36号:歴 覽英 國鐵廠 記 略 續 前 卷(格 致彙 編 第 四年 第 五號)、 地球 養 民 關係 續 前 卷 亞
米利 加 洲 、地 球養 民 關係 續前 卷 澳 大利 亞 洲
「集 録 」記 事 は25号 を 除 い て 毎 号2-3件 ず つ 出 て い る。 この よ うな こ と か ら、新 聞 の
編 集 者 た ち は 「集 録 」 記 事 を毎 日載 せ る と い う方 針 を 持 っ て い た と い う こ と が 窺 え
る 。 つ ま りを 「集 録 」 記 事 は 大 変 重 要 視 され た の で あ る。 但 し 、 記 事 の ソー ス は ほ
とん ど示 され て お らず わ ず か な 記 事 の み に 出 典 が 明 示 され て い る 。 た と え ば 、 第17
号 の 「火 器 新 式 」 はW.A.P.Martin(丁 題 良)の 書 籍 か ら取 っ た も の で あ り、 第29
号 ・34号 ・35号 ・36号 に 出 て い る 「歴 覽 英 國 鐵 廠 記 略 」 は 中 国 最 初 の 科 学 雑 誌 で あ
る 『格 致 彙 編 』 第 四 年 第 五 號 に 載 っ て い る記 事 を 持 っ て き た と さ れ て い る 。 ま た 、
:第32号 ・33号 ・36号 に 載 っ て い る 「 地 球 養 民 關 係 」 記 事 は 、`1881年 上 海 格 致 館
考'か ら 取 っ た と書 い て あ る。 こ の よ うな こ と か ら推 し て 考 え る と、 「集 録 」記 事 は
1880年 代 初 め ご ろ 中 国 や 日本 で 出 され た 雑 誌 ま た は 書 籍 を 利 用 して 作 られ た も の と
思 わ れ る 。
3.3『 漢 城 旬 報 』 の ニ ュ ー ス の ソー ス
す で に 述 べ た よ うに 、 『漢 城 旬 報 』 の 記 事 は 国 内 ニ ュ ー ス と国 外 ニ ュ ー ス に 構 成
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さ れ て お り、基 本 的 に そ れ ぞ れ の ニ ュ ー ス に は 情 報 源(ソ ー ス)が 明 記 され て い る 。
こ こ で は 『漢 城 旬 報 』 の 記 事 を 国 内 ニ ュ ー ス と 国 外 ニ ュ ー ス に 分 け て そ れ ぞ れ の
ニ ュ ー ス の ソー ス に つ い て 考 察 して み た い と思 う。
3.3.1国 内ニュース
国内ニュースは、前にあげた く表1>で 見 られるように、 「内国官報」欄 と 「内
国私報」欄に分け られる。1号 から4号 までは 「内国官報」を 「内国紀事」 と呼んで
いて、 「内国私報」は第5号 から見 られる。 「内国官報」の記事の件数 は423件 で、
国内ニュースの85.8%を 占めている。記事の内容 を調べて見ると、 「内国官報 」は
国王 の命令や議政府が国王 に報告する 「啓」、地方官な どが国王に送 った 「状啓」
がほ とん どである。また 「内国官報」欄には 「市直探報」 とい う題 で毎 日物価情報
を載せてい るが、 「市直探報」の内容 は新 聞発行のスタッフたちが直接取材 したも
の と考 えられる。
一方、「内国私報」は 今 目の社会面 と性格が似ていて、70件の記事が載っている。
「内国私報」は 第5号 か ら新設 されるわけであるが、 『漢城旬報』の第5号 では新設





ニュースを伝 える ことができるが、これまでの 『漢城旬報』はそ うではなかった。
そこで、社会 のニュースを 官報の体制にあわせ て載せることにしたい と言 っている。
実際 に第5号 の 「内国私報」欄には、 「戰盗方略」や 「釜 山港電線」 「日本公使帰國」
な どの3件 のニュースが載 ってお り、それぞれ 「泥棒をなくす方法」や 「日本政府が
長崎か ら朝鮮 の釜山まで海底電線を敷設す ることに した」、 「駐韓 日本国竹添進一
郎公使が一時帰国す る」 といったニュースが載せ られている。 「内国私報」の記事
の うち特 に注 目され るのは 日本 関連記事が多い とい うことである。 日本関連記事は
26件(国 内私報全体の37.14%)も あ り、他のニュースよ りとりわけ多 くなってい る。
このよ うなことは 当時朝鮮 が 日本 を重要な国と して認識 していた とい うことの表れ
でもあ り、あるいは 日韓関係が深 くな りつつあった とい う時代情勢を物語 っている
のかも知れない。 「内国私報」に載せ られた 日本関連記事 の題 を示す と次の とお り
である。
日本公使帰國(5号)駐 日生徒(6号)日 兵事情(7号)日 本(8号)目 本清
輝艦來港(12号)日 本記我國戸 口實數(12号)日 使論我國商務(13号)述 日
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本新 聞(14号)日 本館醫院(15号)日 本照會(16号)日 本兵營(17号)日
本醫官(17号)日 本汽船(17号)駐 日生徒(17号)日 本公使移館(18号)録
日本官報朝鮮貿易經緯表(21号)録 日本 官報我國港 口商況一則(22号)輸 入
日本品(22号)日 本軍醫(25号)日 本大學士流海而死(33号)日 本官費(35
号)日 本語學生徒(36号)釜 山學校(36号)日 人巡視我國鑛山(36号)日
本病院(36号)
3.3.2国 外 ニ ュ ー ス
国 外 ニ ュ ー ス は1,156件 も あ り 、 『漢 城 旬 報 』 記 事 全 体 の69.85%を 占 め て い る。
こ れ ら 国 外 ニ ュ ー ス の ソー ス は 二 種 類 あ る。 一 つ は 、 中 国 や 日本 、 欧 米 の 新 聞 を 取
り寄 せ て 、 漢 文 に 直 す か そ の ま ま転 載 した も の で あ り、 も う一 つ は 中 国 や 日本 の 書
籍 ま た は雑 誌 記 事 を 紹 介 した もの で あ る。
本 稿 で は 、 『漢 城 旬 報 』 に 示 され て い る記 事 の ソ ー ス を も と に 、 す べ て の 記 事 に
つ い て 出典 を調 べ て 見 た 。<表4>が そ の 調 査 結 果 で あ る が 、<表4>を 見 る と 、 国
外 ニ ュ ー ス の うち 、中 国 の 情 報 を ソ ー ス とい て い る記 事 は640件 に 達 し、全 記 事 の 半
分 以 上 を 占 め て い る こ とが 分 る。 次 に 多 い 情 報 源 は 欧 米 諸 国 か ら の も の で 、 そ の数
は101件 で あ る。 日本 の 新 聞 な どか ら採 用 した 記 事 は88件(全 記 事 の7.61%)で 三 番
目 に な っ て い る 。 ま た 、303件 は ソー ス が 示 され て お らず 、 ど こ か ら持 っ て き た の か
は 不 明 で あ る。
<表4>国 外 ニ ュ ー ス の ソー ス
ソ ー ス 件数 比率
日本 の新 聞な どか ら採 用 した も の 88 7.61%
中 国の新 聞 な どか ら採 用 した もの 640 55.36%
ア ジア諸 国 の新 聞 な どか ら採 用 した もの 24 2.08%
欧米 諸 国 の新 聞 な どか ら採用 した もの 101 8.74%
ソー ス 不 明 303 26.21%
計 1156 100%
次は、 『漢城旬報』が外国の どのような情報源か ら記事を採用 したかを見ることに
す る。
3.3.2.1中 国の新聞などか ら採用 した もの
『漢城旬報』の全記事は純漢文で書かれてい るため,中 国の新聞から記事を採用
した場合は,原 文をそのまま抄録すれば よいことにな る。今回の調査では 「申報」
のみを調査 したが、 「申報」か ら採用 した記事はすべて冒頭 または末尾に 「申報云
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.」とい う形 でソースを示 し、記事前文を転載 していた。他の新聞 も同 じく、 「香
港西字報云_」 「上海報云_」 または 「_右倶 見申報」などのよ うに,そ の情報源
が示 されている。 しか し,こ れ も本当の新聞名でないことが多 く,そ のまま信用す
るわけにはいかない。た とえば,「 上海報」 「上海論説」 「上海新聞」 「香港報」
「香港西字報」 「中國公報」などは実存 した ものではない。っま り、 「申報」や 「滬
報」 「香港 中外新聞」 「中外新報」の ように、ソース名 が書いてい る場合 と 「上海
報」や 「香港報」 「津 門来信」 「字林西字報 」 「香港 西報」のよ うに、情報源の
名 前がはっき りと書いていない ものがあるのである。
中国の新聞の うち、もっとも多 く使 われ た新聞は 「申報」で、採用の件数 は245
回に上 る。次 に多 く採用 され た新聞は、 「滬報」の117回 、中外新報69回 、 循環報
56回 、上海報21回 の順 になっている。採用 され た中国の情報源の特徴は上海 か香港
か ら出された新聞が多い とい うことで、このよ うな ことは当時中国の新 聞のほ とん
どが上海または香港で発行 された とい う事実を反映す るもの と考えられる。
3.3.2.2日 本の新聞な どか ら採用 した もの
日本 の新聞が記事 の情報源 となった場合は,当 該記事の冒頭 または末尾に,「 前據
日本報云_」 「東報云_」 や 「_右 見 日本報知新聞」 厂_右 見 日本新報」な どの形
で示 されてい る。情報源 として多 く使われた ものは、 「時事新報」(20件)で 、そ
の他 「報知新聞」(5件)、 「東京 日日新聞」(4件)「 官報」(3件)な どである。
「時事新報」の記事の採用が多かったのは、当時翻訳人 としてきていた井上角五郎
の影響が大 きかったであろ うと思われる。情報源 として珍 しい ものは、久米邦武の
「美歐回覽實記」(第8号)や 「東京 議會記事」(第9号)「 明治15年 度歳 出豫等表」
(第9号)「 日本造幣局報告」(第33号)「 日本統計雜誌」(第33号)な どであ り、
これ を見ると 日本 からの情報 は新 聞に限 られていなかった とい うことになる。
3.3.2.3欧 米やアジア諸国の新聞な どか ら採用 したもの
欧米やアジア新 聞か ら来た記事は、それぞれ101件 と24件 で記事の割合から見ると
それ ほど高 くはない。中国や 日本の新聞 とは違 い、特定な新 聞を集 中的に採用す る
ことはな く、ほ とん どのソースが一回か二回 しか使われていない。また、 「倫敦時
事新報(2,月16日)」 「英京經濟雜誌(陽 暦7月5日)」 「法國官報(陽 暦6月25日)」
「徳國鐵道管理局統計表」のよ うに、 一部は採用 したソースの名 が書いてあるが、
多 くは 「英國新聞紙」 「美國新 聞紙」 「法 國新報」 「近 日 獨逸新聞」のように、ど
のよ うな新聞を指 しているか、はっき りしていない。
欧米やアジア諸 国の新聞な どか ら取った記事の場合は、実は大きい問題が隠 され
ている。これ らの情報源は英語やフランス語、 ドイツ語、 ロシア語 などで書かれて
いるはずで、 『漢城旬報』のス タッフがこれ らの記事を実際に読んで採用 した とは
思えない。既に書 いたよ うに、 『漢城旬報』のスタッフには中国語や 日本語の出来
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る者 しかお らず、欧米や アジア諸国の新聞記事 を原文で読む とい うことは不可能で
ある。だ とす ると方法は一つ、これ らの記事は中国や 日本の新 聞記事 に出ている内
容を採用 したもので、 『漢城旬報』 の記事ではこれ らの元の記事の ソースまで持 っ
てきたとい うことになる。
4.『 漢城旬報』に受 け入れ られた新概念 ・新漢語
ここでは中国や 日本の新聞な どから 『漢城旬報』に受 け入れ られた近代概念や新
語について見てみ ることにす る。我々はす でに 『漢城旬報』の記事 の作成 に中国や
日本 の新 聞 ・雑誌 に記事が多く使 われた とい うことが分 った。当該 の中国の新聞記
事は丸写 しとな り、 これは 『漢城旬報』が漢文新聞であったか らこそ可能な ことで
あった。 日本の新聞記事は漢文に訳 されていたが、訳者は 日本人井上角五郎であっ
た。 このよ うな事情は、 『漢城旬報』が最初か ら外部世界の情報や知識、新概念を
受け入れやすい環境になっていたとい うことを意味する。
<表6>は 、中国の新聞記事 を丸写 しした過程で紹介 された中国語の語彙の例であ
る。 これ らの語 は中国の新 聞に出ていたものがそのまま移 された形 になっているの
で、訳語ではな く中国語そのものである と言えよ う。
<表6>中 国の新聞記事か ら移 された語彙
号数 記事名 情報源 抽出語
第1號 安南與法人議和 上海新報 法兵 、 安南 、 法 国、欽 次 全權 大 臣
第2號 王李兩軍門増輝
邊陲
滬報 官場,軍 装 局,後 瞠 快 槍,水 雷砲,百 戰 身輕
第3號 華人調兵等臺 香港報 華 人,華 兵,調 兵
第4號 中國籌邊 香港循環報 募 兵,駐 守,招 募,勇 丁,聲 威,訓 練,勁 旅
第8號 經略江海各處 中外新聞 軍機 大 臣,信 息,駐 扎,招 商 局,邊 防,火 船
第20號 福州近事 萬國公報 軍 營,火 藥,火 輪 兵 船,工 程,成 效,武 官
第29號 軍信紀聞 申報 五 點 鐘,和 局,水 師 提 督,進 口,兵 船,商 務
〈表7>は 、日本の新聞を訳 した記事 に出ている日本語 の語彙の例を示す ものであ
る。 ここに紹介する語彙 は、 日本語文 を漢文に直す過程 で取 り入れ られたものであ




〈表7>日 本の新聞記事を漢文に訳す際に取 り入れた 日本語 の語彙
号数 記事名 情報源 抽出語
第8號 佛突條約 日本 報 行 政 、 司法 、国 債
第9號 日本海 軍 東京 日日新聞
財 政,海 軍,海 峽,將 校,容 積,士 官,鐵 甲艦
軍 艦 、士 官 、海 軍 学校
第13號 日本海軍再述 日本 近 信 会 社 、 陸 軍 、 砲 台 、
第15號 1882年 電 氣史 日本 近 信
電 學,海 底 電線,會 社,機 關車輛,鐵 路,陽 極,
陰極,蒸 氣





會 社,監 査 員,經 濟學 會,美 術,農 學會,新 聞社,
醫學 會,音 樂學 校,雜 誌,周 旋員
第30號 英國財政 日本報 國産 税,精 算表,所 得 税,委 員,印 紙 税,豫 算 表
第35號 日本地租例 日本報 地方 税,地 券所,地 價,肥 料,官 有 地,私 有 地
実際の調査で分 ったことは、 『漢城旬報』に取 り入れ られた 日本語の語彙は1000
語を超 えてお り7、このよ うな事実は東アジアにおいて新概念や語彙 を伝播するのに
新聞の役割 がどれ ほど大 きかったかを物語 っていると言 えよう。 ここでは紙面の関
係上これ らの語を全部あげることがで きないので、一部のみをい くつかの分野に分
けて例示す るに留 める。
4.1政 治 ・法 律 分 野
社会:人 民所為雖不害於區奎怖 或政府必禁止傍人(1号)、 社会党(1号 、9号)
共和:現 今 之匳]政 府起見也(1号)政 治則唯瑞西法蘭西用1共和政治1(2号)
権利:自 主之匯i到(2号)
大統領/副統領:其 国之帝王或医麺 司(3号)其 下有區亟壅 司(32号 美 国大統領)
警察:設 万国國 法之議乃昨年事也(3号)匯 囲 費四千一百円(35号)
有警官捕得一人(9号)
開化:後 日就富強月進甌丕ヨ(3号)万 国富強之基兆庶匱囮 之源 多係於此
圃 之源 由之而漸進(12号)
郵便:各 国広求富強之術 自火車汽船電機凾 便鉱務(4号 日本史略)
政体:其 國 以君民同治(6号)
立法/司法/行政:一 日匡壅ヨ権在 上下両院二 日匠國 権三 日司法権(6号)




7こ れ につ い て は、2008年3月22日 行 われ た漢 字文 化 圏近 代語 研 究会 の 国際 シ ンポ ウム要 旨集
を参 照 す る こ と。
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4.2経 済 分 野
会社:諸 医i國等号指不勝縷也(3号 会社設)
商会:故 國 之種類亦不少也
経済:右 見英京團 雑誌(9号)学 術圈 一切事為皆従我国効習而(9号)
経済学:匯 醐 一百八十七部(16号 英国出版新著書籍)
資本:一 日匱 丕ヨ会社如貧人役夫雖有勤倹之実初無資本(15号 本国会社)
保険:内 務省以為圈 費用若不納書冊及圈 費用則不準販売(15号 出版権)
商業/鉱業農 業/(19号 欧米富裕表)










写真:化 学及函 術(29号 英国協会)
貿易風:騰 気 当起匱函 時於赤道(18号 天時雨暘異常考略)
4.4教 育分野
学校:小 学校/中学校/大学校/師範学校/官 立学校/公立学校/私立学校/工 業学校/建築学
校/医学学校/鉱 山学校/農業学校/農学学校/獣 医学校/(15号 学校)
学問の名称:幾 何学/代数/大気論/窮 理学/音声学/化学/元素/鉱物学/地質学/岩石学/鉱








微分/積分:代 数而創魎 ヨ之学(14号 泰西文学源流考)
国語:初 等学校之課一 中略一其科 目日習字 日読字日国畫1日算術(24号 初等学校)
其教科 目日終身 日法教日匡畫]日匡亟]日 史典日地理(24号 特設 中等學校)
美術:前 年度予算表 中現於処 々之匳 団及古物学等費 目(23号 奧国政府一歳出入 予
算表議案説明)
法学:継 持測算格致而終成於医圖 性道(15号 各国学業所同)
4.5そ の 他 の 分 野
宗教:圈 多奉耶反蘇教
出版:欧 米各国有所謂囮 権者(15号 出版権)
博物館/博 覧会(15号 博覧会説)
演説:美 国大統領圃(16号 美国大統領演説)
学会:彼 得堡経済圖 莫斯科農圜 理圈(17号)
衛生:英 国圜 会(19号)
病院:有 感染病則退之於港外或移於圃(20号 万国衛生会)
芸術:再 於我国圜 律令等節有所採択焉可也(7号 大統領答辞)
郵便:中 西之官報 申報凾 交洵其義一也(1号 旬報序)
郵便局:匯 璽 司収入(30号 英国財政)
個人:私 有地即一[画]民 之所(19号 日本地租条例)
小説:二 十七条圃 歌謡等出版亦准此例(15号 出版権)
動物園縛 物館:草 園匳函 専物館調楽院文書庫(2号 欧羅 巴州)
図書館:而 置三処浅草文庫東京團(16号 伊国 日盛)
塵]:.月 曜 日/火曜 日/水曜 日休 曜 日/金曜 日/土曜 日/日曜 日(32号 美 国大統領)
軍事関係:海 軍/陸軍/砲兵/工兵/歩兵/小 隊/大隊/植民地兵/軍医/工兵士官/
(19号 英国海軍)
師団:第 一囮 騎兵/工兵/(31号 土耳古兵制)
士官学校(4号 国内私報)
医学関係:神 経:然 其天賦之虚弱圈 之過鋭不能応(25号 日本軍医)
これ らの語は、すべて 『漢城旬報』に取 り入れ られた新語 ・新概念であり、ほとん
どが現在 も生きている。19世 紀末東アジアの新聞は、このよ うに西洋の知識だけで
はな く、新 しい概念や意味を表わす語彙を域内に伝える媒体の役割 をしたのである。
5.お わ りに
以上、韓国最初の新聞 『漢城旬報』 を例 に、新聞 とい うメデ ィアが19世 紀末東ア
ジアにおける西洋の知識や概念、語彙な どを伝播するのにどの ような役割を果た し
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近代東アジアにおける新概念 の伝播 と新 聞 との関わ り
たかを見てきた。考察の結果、 『漢城旬報』には韓国に世界情勢 を知 らせる内容 は
もちろん、近代新概念や語彙が多 く含 まれてお り、東アジアにお ける近代新概念や
新語の伝播 を研究す る上で、大変有用 な資料であることが分かった。今後 『漢城旬
報』を含め他の新 聞 ・雑誌な どへ調査 を広げてい くと、近代新概念や新語の拡散 に
新聞がどのよ うに係わっていたかが明 らかになると思われ る。
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